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1．はじめに 
 まず、自己紹介を兼ねて、私の作品『Giacometti Mania』（2006）【映像 1】をご覧








   
































































































































































































































































































































    




 1960 年代のポストモダンダンス時代、アメリカのトリシャ・ブラウン（Trisha 







【映像 12】トリシャ・ブラウン『Man Walking Down the Side of a Building』（1970／2016） 
 
 
【図 6】トリシャ・ブラウン『Woman Walking Down a Ladder』（1973） 
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【映像 12】トリシャ・ブラウン『Man Walking Down the Side of a Building』（1970／2016） 
 
 
【図 6】トリシャ・ブラウン『Woman Walking Down a Ladder』（1973） 
 













       




























































   
【図 12】神戸文化ホール『STAGE on STAGE』（2015）ポスター（撮影：池上直哉） 
 
























































































































































【映像 17】La La La Human Steps『Infante, C’est Destroy』（1991）「Chute／落下」 
 
  
【映像 18】ルイーズ・ルカヴァリエ『In Motion』（2017）「水平の回転」 
 
ベルギーのカンパニー「Ultima Vez」（1986-）を主宰する振付家ヴィム・ヴァンデ
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よると、フランス語では danse、英語では dance で、古代ドイツ語では danson と
なり、これらの意味は伸ばす、引っ張る、引きずるということである。そしてほ
とんどの国の言葉がこれらの表記にちかい単語なのであり、共通している部分は






研究Ⅰ）『京都造形芸術大学 共同利用・共同拠点 アンニュアルレポート vol.6』
2019, pp.6-7.  
－ 23 －
15） 同上「モーション・クオリア研究～自由落下による必然的な動きと表現～」劇場




17） Godard, H. “Gesture and Its Perception” 2003-04, p.59. 
18） ブラニガン, エリン（鈴木晶訳）「ダンス・コンポジションの解剖学」
（Brannigan, Erin. “The Anatomy of Dance Composition”）『舞踊學 第 35 号』
2012, pp.65-69. 
 
（2019 年 5 月 18 日、生活美学研究所本年度第 1回定例研究会における講演に基づく） 
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   お茶の水女子大学講師 橋 本 有 子 
 
関氏の関心である「重力との対話」は、ダンスを通した異なる身体感覚が身体の可
能性を拡張するだけでなく、身体感覚に結びつく感情や思想の揺さぶりをも含んでい
る様に見受けられる。私は、本発表で紹介された「モーション・クオリア」理論の体
得に、関氏が立ち向かってゆく過程に立ち会った。そこにはまさに、新しい身体感覚
より拓かれてゆく身体とともに、物理的な身体性だけではない、関氏の内面を含む全
体存在との「対話」を重ねる姿があった。 
通常、我々は、重力がある空間で生きるための「賢さ」として備わっている反射機
能（姿勢を正す、立て直す、頭を平行に保つなど）を使い身体を守っている。ところ
が、敢えてこの「通常」の身体から離れ、宙吊りや空間軸の移転などに挑戦してゆく
姿は「身体」そのものが表現媒体となるダンサーの、身体そのものへの探究心ならで
はと考える。関氏の「重力との対話」から改めて、身体の探求と存在の探求が深く結
びつくダンスの本質に気付かされた。 
 
 
－ 25 －
